
「地域まるごとホテルについて」
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０１自己紹介



自己紹介

群馬県出身1988

新卒で都内の会員制ホテルへ入社2011 - 2016

オーストラリア留学2016 - 2018

2018 - 2025 NIPPONIA 小菅源流の村
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2025 -現在 GMとして複数施設の統括支配人を担当
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０２ “地域まるごとホテル”とは







NIPPONIA 小菅源流の村 Satologue

４つの掛け算モデル ６レイヤーモデル



事例１：NIPPONIA 小菅源流の村
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多摩川源流に位置する、人口600人、高齢化率50%程の小さな村。
面積の95%を森林が占めている。

山梨県小菅村



小菅村の課題（2018年）

45％以上が65歳以上の高齢者

1 村内に空き家が100軒以上

旅館や民宿が次々と廃業、残り１軒のみに

2

3

4 ９割以上の観光客が日帰りでの利用
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そんな中、村で一番の名家とも言われている

「細川邸」が空き家になってしまう。
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要素①：古民家活用（地域資源の活用）



NIPPONIA 小菅源流の村

第一弾 【大家】

2019年8月グランドオープン

小菅村の中でも一番の名家と言われる

築150年の古民家「細川邸」。

元校長先生のご自宅で

母屋と長屋門を構える立派な邸宅を改修し

４部屋の客室と２２席のレストランをもつ。
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＜改装前＞
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＜改装後＞
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＜改装後＞



NIPPONIA 小菅源流の村

第二弾 【崖の家】

2020年8月グランドオープン

急峻な土地にそびえ立つ２棟の空き家を

絶景を楽しめるプライベートヴィラへ改修。

一棟貸し切りのコテージと、家族や仲間と

土地の食材を調理する自炊スタイルの宿。
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＜改装前＞
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＜改装後＞
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＜改装後＞
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要素②：分散型



従来のホテル

客室

レストラン

SPA

ロビー

ショップ

アクティビティ



分散型ホテル

食堂

アクティビティ

ショップ

SPA

客室

客室・レストラン
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ホテルとしての機能を

村の中に分散させることで

「村全体がひとつのホテル」

という世界観を実現させる。
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要素③：地域運営型
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要素④：地域まるごと
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村の・・・

古民家（空き家）

温浴施設（小菅の湯）

物産館

道路や畦道

村人

ホテルの・・・

客室

スパ

ショップ

廊下

キャスト



事例2：Satologue



奥多摩町の課題（2019年）

50％以上が65歳以上の高齢者

1 無人駅が多く、維持が困難（13駅中11駅が無人駅）

人口減少に伴い空き家が増えている

2

3

4 登山やキャンプが人気な一方、観光客の消費額が少ない
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０３ ”まるごと”のメリデメ

（６年間の運営で見えてきたもの）



49

店舗にとってのメリット

・開発コストの削減

→既存の資源を有効活用

・提供価値の拡大

→自社以外のリソースを活用できる

・地域との繋がりが芽生え、現場のモチベーションアップ

→地域住民との接点が増えることが、単純に楽しい
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・雇用創出

→住民を雇い、業務を依頼することで雇用を創出

・地域資源の利活用

→マイナースポットも含めた地域資源の紹介、それによる経済循環

・生きがい創出

→顧客との関わりを通じて、自分の土地の魅力を再確認

地域にとってのメリット
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・そこでしかできない体験ができる

→地域を面的に楽しめるので、日常と非日常を両方楽しめる

・情緒的価値を訴求できる

→地域住民との接点を持つことで、人との思い出ができる

・滞在を通して社会貢献できる

→ホテルだけではなく、地域にも経済を循環させられる

顧客にとってのメリット
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デメリット（大変だったこと）

・地域住民からの理解を得ること

→事業者同士だけでなく、住民との連携ができて完成する

・リーダーの存在

→現場に旗揚げ役がいないと、頓挫してしまう

・コンセプト理解

→世界観の違う事業者同士で、お互いを理解する必要がある
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どうやって地域住民を巻き込んでいったか

https://www.potluck-yaesu.com/magazine/20230301/185/

300人の地域住民



① 新たな開発をするのではなく、すでに地域にある資源を活かすこと

② ホテル周辺の地域も、宿のフィールドとして捉えること

③ 各事業者、地域住民が相互に協力しあっていること

④ 地域全体で旅行者をもてなすこと

⑤ 住民になったように滞在してもらい、その土地に溶け込める体験をしてもらうこと

（さとゆめ流）地域まるごとホテルとは

資本力やブランド力のない小さな宿、飲食店、事業者でも

競争ではなく”共創”することで、独自のマーケットを築くことができる！




